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息
子
が
家
に
帰

っ
て
き
た
。
彼
は

よ
くY

o
u

T
u

b
e

を
１
・
５
～
２
倍

速
で
見
て
い
る
。

指
の
操
作
で
３０
秒

ほ
ど
早
送
り
す
る

の
も
簡
単
に
で
き
る
そ
う
だ
。

ド
ラ
マ
な
ど
セ
リ
フ
が
聞
き
取

れ
な
い
の
で
は
と
思
う
が
、
下

に
字
幕
が
出
て
補
完
で
き
る
た

め
、
内
容
は
と
り
あ
え
ず
わ
か

る
。
聞
い
た
話
で
は
、
こ
れ
は

役
者
泣
か
せ
だ
そ
う
だ
。
セ
リ

フ
の
間
、緩
急
を
付
け
た
仕
草
、

声
の
強
弱
な
ど
、
自
分
で
考
え

た
演
技
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う

▼
Ｔ
Ｖ
、
映
画
世
代
の
自
分
に

は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
タ
イ
パ

を
考
え
て
限
ら
れ
た
時
間
に
よ

り
多
く
の
情
報
を
得
た
い
と
若

者
は
思
う
の
だ
ろ
う
。
自
分
が

大
学
生
の
頃
、
高
価
で
重
い
教

科
書
を
何
冊
も
買
い
勉
強
し
た

も
の
だ
っ
た
。
今
は
専
用
の
ソ

フ
ト
を
購
入
し
勉
強
す
る
そ
う

だ
。
タ
イ
パ
そ
し
て
コ
ス
パ
が

い
い
ら
し
い
。
そ
れ
が
い
い
か

ど
う
か
は
別
と
し
て
、
明
ら
か

に
時
間
の
流
れ
は
変
わ
っ
て
き

て
い
る
▼
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
変
化

も
早
い
。
電
子
カ
ル
テ
、
予
約

シ
ス
テ
ム
、
Ｓ
Ｅ
Ｏ
・
Ｍ
Ｅ
Ｏ

対
策
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

ｅ
ｔ
ｃ
。
当
院
は
開
院
後
１７
年

が
経
つ
が
、
未
だ
に
導
入
に
踏

み
切
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
患

者
さ
ん
か
ら
は
予
約
制
導
入
希

望
の
声
も
あ
れ
ば
、
導
入
し
な

い
方
が
受
診
し
や
す
い
と
の
声

も
あ
る
。
実
際
、
急
な
受
診
で

予
約
で
き
な
か
っ
た
と
当
院
に

来
ら
れ
る
患
者
さ
ん
も
い
る
。

医
院
経
営
を
考
え
る
と
、
予
約

制
の
ほ
う
が
タ
イ
パ
、
コ
ス
パ

が
よ
く
安
定
す
る
だ
ろ
う
が
、

受
付
時
間
内
な
ら
待
て
ば
必
ず

診
る
、
こ
の
ス
タ
イ
ル
が
自
分

に
は
合
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
。

（
Ａ
Ｓ
）

田中麻衣子
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オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
受
診
施
設
の
問
題
説
き

各
方
面
か
ら
反
響

東
京
協
会
の
月
刊
誌
へ
の
寄
稿
論
文

高
齢
者
の
窓
口
負
担   　
　

結
論
は
先
送
り

主
軸
は
積
極
財
政
に
よ
る
経
済
成
長

「
骨
太
２
０
２
６
」
が
閣
議
決
定

度
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス

黒
字
化
か
ら
「
債
務
残
高
対
Ｇ

Ｄ
Ｐ
比
の
安
定
的
な
低
下
」
へ

と
転
換
。
１７
の
戦
略
分
野
へ
の

「
官
民
投
資
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

の
着
実
な
実
行
を
軸
に
据
え
、

大
規
模
か
つ
積
極
的
な
投
資
に

よ
る
経
済
成
長
の
促
進
を
強
調

し
て
い
る
。
骨
太
と
同
時
に
閣

議
決
定
さ
れ
た
「
日
本
成
長
戦

略
」
で
は
、「
官
民
投
資
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
」
に
関
わ
る
６２
の
主

要
な
製
品
・
技
術
等
を
特
定
し
、

経
済
波
及
効
果
等
を
踏
ま
え
た

〝
勝
ち
筋
〟を
設
計
し
て
い
る
。

　

こ
の
中
に
は
、「
ク
ラ
ウ
ド

ネ
イ
テ
ィ
ブ
に
最
適
化
さ
れ
た

医
療
Ｄ
Ｘ
基
盤
」
と
し
て
、
現

　

医
療
政
策
研
究
室
は
８
月
１０

日
発
行
の
東
京
保
険
医
協
会
の

月
刊
誌
『
診
療
研
究
』
２
０
２

６
年
８
月
号
（
第
６
２
０
号
）

へ
、
論
文
「
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

受
診
施
設
の
問
題
点
と
医
療
機

関
に
与
え
る
影
響
」
を
寄
稿
し

掲
載
さ
れ
た
。

　

こ
れ
は
昨
年
末
の
医
療
法
改

定
で
法
制
化
さ
れ
、
今
年
４
月

か
ら
登
場
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
受
診
施
設
の
内
実
を
説
き
、

そ
の
誕
生
の
経
緯
と
、
営
利
企

業
の
医
療
の
「
本
丸
」
へ
の
参

入
が
突
破
さ
れ
た
問
題
点
を
説

い
た
も
の
。

　

こ
の
受
診
施
設
は
「
ハ
コ
も

の
サ
ー
ビ
ス
」
で
あ
り
、
医
療

機
関
で
は
な
い
も
の
の
、
医
師

が
不
在
な
だ
け
で
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
の
画
面
で
医
師
と
患
者
を

つ
な
ぎ
、「D

 to P w
ith N

（
医

師
―
患
者
・
看
護
師
等
）」
の

形
で
、
特
定
多
数
の
人
へ
医
療

を
行
え
る
「
医
療
提
供
施
設
」

で
あ
る
。
看
護
師
が
医
師
の
指

示
で
注
射
、
検
査
、
処
置
が
で

き
、
超
音
波
な
ど
の
医
療
機
器

も
設
置
が
可
能
。
し
か
も
、
こ

の
受
診
施
設
は
営
利
企
業
が
届

出
で
設
置
で
き
、
ハ
ー
ド
ル
が

と
て
も
低
い
。
患
者
に
と
っ
て

み
れ
ば
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ク
リ
ニ
ッ

ク
」、「
準
医
療
機
関
」と
見
え
る
。

　

こ
れ
ら
を
論
文
は
詳
述
し
て

い
る
。

　

こ
の
論
文
へ
は
複
数
の
学

者
、
日
医
、
県
医
師
会
、
日
医

総
研
、
朝
日
新
聞
、
日
本
歯
科

新
聞
、
週
刊
東
洋
経
済
、
医
学

通
信
社
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、

弁
護
士
、
全
日
本
民
医
連
、
医

療
制
度
研
究
会
、
京
都
・
石
川
・

青
森
・
埼
玉
・
大
阪
歯
科
の
各

保
険
医
協
会
、
保
団
連
な
ど
か

ら
反
響
が
あ
っ
た
。

在
、
医
療
機
関
で
主
流
と
な
っ

て
い
る
オ
ン
プ
レ
ミ
ス
型
の
電

子
カ
ル
テ
を
ク
ラ
ウ
ド
型
へ
転

換
す
る
た
め
の
大
規
模
な
計
画

も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　

厚
労
省
が
８
月
２６
日
に
公
表

し
た
２７
年
度
予
算
の
概
算
要
求

額
は
３６
兆
円
で
、
過
去
最
大
を

更
新
。
う
ち
医
療
関
係
は
１２
兆

７
千
億
円
と
な
っ
た
。
高
齢
化

に
伴
う
自
然
増
分
の
う
ち
厚
労

省
分
は
３
千
４
０
０
億
円
、
医

療
関
係
は
２
千
億
円
を
占
め

る
。
自
然
増
分
に
経
済
・
物
価

動
向
な
ど
を
踏
ま
え
た
対
応
に

相
当
す
る
増
加
分
を
加
算
す
る

た
め
、
金
額
は
今
後
の
予
算
編

成
過
程
で
増
加
す
る
見
込
み
だ
。

　

そ
の
他
、
電
子
カ
ル
テ
普
及

の
投
資
枠
に
は
６
０
４
億
円
、

新
た
な
地
域
医
療
構
想
の
下
で

の
病
院
建
て
替
え
支
援
等
を
事

項
要
求
と
し
て
求
め
て
い
る
。

　

社
会
保
障
改
革
に
つ
い
て

は
、
自
民
・
維
新
の
連
立
政
権
合

意
書
に
盛
り
込
ま
れ
た
１３
項
目

の
「
社
会
保
障
改
革
項
目
に
関

す
る
具
体
的
な
骨
子
」（
以
下
、

合
意
骨
子
）
に
基
づ
き
、２６
年
度

中
に
具
体
的
な
制
度
設
計
を
行
い
、

順
次
実
行
す
る
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
上
で
、
現
役
世
代
の
保

険
料
率
の
上
昇
を
止
め
、
引
き

下
げ
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
と

し
、
２７
年
度
の
社
会
保
障
負
担

率
が
２５
年
度
と
比
較
し
て
上
昇

し
な
い
よ
う
取
り
組
む
と
明

記
。
一
方
、
社
会
保
障
が
果
た

す
機
能
を
損
な
わ
な
い
よ
う
配

慮
す
る
と
し
て
、
社
会
保
障
負

担
率
の
数
値
目
標
は
明
記
せ

ず
、
２６
年
度
中
に
改
革
項
目
の

具
体
化
と
工
程
の
明
確
化
を
図

る
と
し
て
い
る
。

　

高
齢
者
の
医
療
費
窓
口
負
担

に
つ
い
て
は
、
「
原
則
３
割
」

の
明
記
は
見
送
ら
れ
た
。
し
か

し
、
現
役
世
代
と
の
公
平
性
を

踏
ま
え
た
負
担
の
見
直
し
を
検

討
す
る
と
と
も
に
、
年
末
に
向

け
て
「
改
革
工
程
表
」
を
作
成

す
る
と
記
載
。
介
護
保
険
に
つ

い
て
も
、
利
用
者
負
担
を
２
割

と
す
る
判
断
基
準
の
見
直
し
に

つ
い
て
、
２６
年
度
中
に
結
論
を

得
る
と
し
て
い
る
。

　

関
連
し
て
、
前
述
の
合
意
骨

子
で
は
７０
歳
以
上
の
高
齢
者
の

窓
口
負
担
に
つ
い
て
、
▽
高
額

療
養
費
の
外
来
特
例
の
あ
り
方

や
、負
担
割
合
の
区
切
り
と
な

る
所
得
水
準
の
見
直
し
、
▽
対

象
年
齢
の
引
き
上
げ
―
等
に
つ

い
て
、
年
末
ま
で
に
一
定
の
結

論
を
得
る
と
し
て
い
る
。
年
末

の「
改
革
工
程
表
」に
ど
こ
ま
で

反
映
さ
れ
る
か
が
焦
点
と
な
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
医
療
保
険
関
連

で
は
、
▽
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保

険
給
付
見
直
し
等
を
踏
ま
え
た

対
象
範
囲
の
拡
大
、
▽
長
期
処

方
・
リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
の
活
用

や
地
域
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
リ
の
全

国
展
開
、▽
さ
ら
な
る
医
薬
品
・

検
査
薬
の
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化

の
方
策
の
検
討
、
▽
国
民
皆
歯

科
健
診
の
具
体
化
な
ど
「
攻
め

の
予
防
医
療
」
の
推
進
―
等
が

盛
り
込
ま
れ
た
。

　

医
療
機
関
の
経
営
に
つ
い
て

は
、
経
済
・
物
価
の
動
向
が
２６

年
度
改
定
時
の
見
通
し
か
ら
大

き
く
変
動
し
、
経
営
に
支
障
が

生
じ
た
場
合
に
は
、
次
年
度
の

予
算
編
成
過
程
に
お
い
て
、
診

療
報
酬
の
加
減
算
を
含
む
、
さ

ら
な
る
必
要
な
調
整
を
行
う
と

し
て
い
る
。

ク
ラ
ウ
ド
型
電
カ
ル

の
普
及
・
大
転
換

が
成
長
戦
略
に

　

今
回
の
骨
太
は
、
高
市
内
閣

が
初
め
て
取
り
ま
と
め
た
も
の

で
、
財
政
運
営
の
目
標
を
単
年

　

政
府
は
７
月
２１
日
、
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
「
骨
太
の
方
針

２
０
２
６
」（
以
下
、
骨
太
）
を
閣
議
決
定
し
た
。
積
極
的
な
投
資
に
よ
る
経

済
成
長
を
促
す
と
し
、
社
会
保
障
に
つ
い
て
も
「
成
長
型
経
済
に
合
わ
せ
て

持
続
可
能
な
設
計
に
変
え
る
」
と
し
て
い
る
。

医療政策研究室

だより Vol.11

OTC類似薬の保険給付見直しは大問題

「中間とりまとめ」へ
パブコメ提出

策
部
で
は
、
宮
澤
由
美
部
長

名
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
提
出
し
た
。

　

中
間
と
り
ま
と
め
で
は
、

対
象
医
薬
品
に
つ
い
て
「
内

服
薬
に
お
け
る
長
期
使
用
に

つ
い
て
は
、
年
間
処
方
日
数

が
お
お
む
ね
５０
週
で
あ
る
こ

と
を
目
安
と
し
て
整
理
す

る
」
と
さ
れ
、
５０
週
で
あ
る

こ
と
を
確
認
で
き
な
い
場

合
、
例
外
は
あ
る
が
別
途
の

負
担
の
対
象
と
す
る
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対

し
て
は
、
５０
週
と
す
る
医
学

的
な
根
拠
が
不
明
確
で
あ

り
、
臨
床
実
態
と
大
き
な
齟

齬
が
生
じ
る
と
指
摘
。
ま
た
、

対
象
と
な
る
１
千
４２
品
目
の

薬
剤
に
つ
い
て
、
５０
週
に
達

し
て
い
る
か
他
の
医
療
機
関

で
の
処
方
日
数
の
確
認
を
含

め
、
細
か
な
点
を
配
慮
し
な

が
ら
外
来
診
療
を
行
う
の

は
、
医
師
に
過
度
な
負
担
を

強
い
る
と
し
た
。

　

ま
た
外
用
薬
に
つ
い
て

は
、
長
期
処
方
で
あ
っ
て
も

　

厚
労
省
が
８
月
６
日
に

「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
給

付
の
見
直
し
の
実
施
に
向
け

た
中
間
と
り
ま
と
め
」
に
関

す
る
意
見
公
募
を
開
始
し
た

こ
と
を
受
け
、
保
険
診
療
対

別
途
の
負
担
の
対
象
と
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
関
節
リ
ウ
マ

チ
や
変
形
性
膝
関
節
症
な

ど
、
患
者
数
が
多
い
慢
性
疾

患
患
者
へ
の
影
響
は
甚
大
だ

と
強
調
し
た
。

　

今
回
の
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の

保
険
給
付
の
見
直
し
は
、
必

要
な
医
療
は
保
険
診
療
で
給

付
す
る
と
し
た
国
民
皆
保
険

制
度
の
基
本
理
念
か
ら
逸
脱

し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
７
割

給
付
を
維
持
す
る
と
し
た
２

０
０
２
年
の
改
正
健
保
法
附

則
に
も
反
し
て
い
る
。
社
会

保
険
料
を
支
払
い
な
が
ら
、

本
来
保
険
適
用
と
な
る
は
ず

の
部
分
が
給
付
対
象
外
と
な

り
、
医
療
保
険
制
度
の
理
念

と
制
度
が
成
り
立
た
な
く
な

る
と
指
摘
し
、
強
く
反
対
し

た
。

　

パ
ブ
コ
メ
で
は
そ
の
他

に
、
が
ん
患
者
の
が
ん
以
外

の
疾
患
へ
の
投
薬
に
対
す
る

別
途
の
負
担
の
導
入
等
に
つ

い
て
も
問
題
視
し
、
反
対
し

た
。

３
割
３
割



昭和３８年８月２３日
第三種郵便物認可 神 奈 川 県 保 険 医 新 聞 （毎月３回５の日発行） （ ）2026 年 9 月 5 日 2第 2329 号

協会ホームページ内「会員ページ」を利用する際は、ユーザー名、パスワードが必要です。ご存知のない方は事務局までお問合せください（℡ 045-313-2111）。

１０
月
１８
日
（
日
）
１３
時
か

ら
、
横
浜
そ
ご
う
前
の
地
下

広
場
「
新
都
市
プ
ラ
ザ
」
に

て
「
医
療
・
健
康
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
を
開
催
す
る
。
例

年
好
評
を
博
し
て
い
る
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
第
２７
回
目
を
迎

え
る
。
昨
年
同
様
「
お
金
の

心
配
な
く
、
安
心
し
て
医
療

に
か
か
れ
る
社
会
へ
」
を
メ

イ
ン
テ
ー
マ
に
、
医
療
費
の

窓
口
負
担
〝
ゼ
ロ
〟
と
〝
安

心
し
て
か
か
れ
る
医
療
〟
の

２
つ
の
理
念
の
浸
透
を
図

る
。
昨
今
、
▽
一
部
保
険
外

療
養
制
度
の
創
設
、
▽
薬
剤

の
一
部
保
険
外
し
、
▽
高
額

療
養
費
制
度
の
負
担
上
限
額

引
き
上
げ
、
▽
高
齢
者
の
窓

口
負
担
拡
大
の
検
討
―
な

ど
、
「
安
心
し
て
医
療
に
か

か
れ
な
い
社
会
」
が
足
早
に

近
づ
い
て
い
る
。
今
回
の
テ

ー
マ
を
来
場
者
に
認
識
し
て

も
ら
う
こ
と
で
、
こ
の
情
勢

下
に
医
療
ア
ク
セ
ス
の
必
要

性
を
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け

と
し
た
い
。

　

今
回
は
「
健
康
イ
ベ
ン
ト
」

（
肌
年
齢
測
定
等
）
を
実
施

し
、
親
し
み
や
す
い
企
画
を

入
口
と
し
て
健
康
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
狙

う
。
ま
た
「
健
康
相
談
」
で

は
、
会
員
に
よ
る
医
科
・
歯

科
の
相
談
に
加
え
、
昨
年
に

初
の
試
み
と
し
て
行
っ
た
栄

養
相
談
も
引
き
続
き
実
施

し
、
３
つ
の
分
野
で
相
談
者

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
お
楽
し
み
企

画
と
し
て
、
医
療
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
で
抽

選
に
参
加
で
き
る「
く
じ
引

き
」
コ
ー
ナ
ー
も
実
施
予
定

で
、
マ
ス
コ
ッ
ト
の
「
ゼ
ロ
く

ん
」
も
登
場
す
る
。
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
の
多
種
多
様
な
企
画

は
、
医
療
に
関
わ
る
機
会
の

少
な
い
市
民
と
医
療
者
の
橋

渡
し
に
し
た
い
。
ま
た
、
日
夜

診
察
室
の
内
外
で
奮
闘
さ
れ

る
先
生
方
が
、
医
療
を
取
り

巻
く
状
況
を
直
接
市
民
に
伝

え
ら
れ
る
機
会
で
も
あ
り
、

相
互
理
解
の
一
助
に
な
る
こ

と
を
強
く
望
ん
で
い
る
。

　

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
た
交
流

や
医
療
問
題
の
啓
発
に
関
心

を
お
持
ち
の
先
生
方
な
ど
、

会
員
の
皆
様
の
積
極
的
な
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
る
。

医
療
者
と
市
民
の
交
流
・
橋
渡
し

医
療
・
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

ご
参
加
を
！

講師の高木氏

情
報
連
携
で
在
宅
ま
で
支
援
拡
大
へ

明
日
か
ら
活
か
せ
る

歯
周
治
療
の
ヒ
ン
ト

横
浜
市
大
・
高
木
氏
が
講
演

杉
原　

俊
太
郎
氏

遠
隔
Ｉ
Ｃ
Ｕ
・
ア
プ
リ
開
発
・
２４
時
間
見
守
り
…

事
後
抄
録　

歯
科
臨
床
研
究
会

事
後
抄
録　

歯
科
臨
床
研
究
会

請願署名へご協力を

第
３２
期
第
２０
回
理
事
会
　
７
月
２３
日
（
木
）

〈
役
員
２８
名
、出
席
２３
名
（
う
ち
Ｗ
Ｅ
Ｂ
６
名
）〉

挙
げ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
議
論

さ
れ
た
。
改
定
個
人
情
報
保

護
法
に
関
し
て
は
、
Ａ
Ｉ
開

発
や
統
計
作
成
に
利
用
す
る

場
合
に
限
り
、
医
療
情
報
等

が
含
ま
れ
る
「
要
配
慮
個
人

【
議
長
報
告
】

　

情
勢
討
論
の
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
、
骨
太
の
方
針
２
０
２

６
の
閣
議
決
定
、
改
定
個
人

情
報
保
護
法
の
成
立
、
ゼ
ロ

税
率
実
現
へ
の
取
り
組
み
が

情
報
」
を
本
人
の
同
意
な
し

に
収
集
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
厚
労
相
は
、「
不
安
や
懸

念
の
解
消
に
取
り
組
む
」
た

め
の
規
則
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

作
成
に
主
体
的
に
関
わ
る
と

し
て
い
る
が
、
本
来
で
あ
れ

ば
事
前
に
国
民
の
意
見
を
幅

広
く
収
集
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
ど
れ
ほ
ど
の
国
民

が
こ
の
改
定
法
が
成
立
し
た

こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
か
、

疑
問
に
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

地
域
医
療
対
策
部
か
ら

は
、
５
月
３０
日
に
開
催
さ
れ

た
第
３４
回
在
宅
医
療
・
介
護

セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
の
報
告

が
あ
っ
た
。
当
日
の
参
加
人

数
は
現
地
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
合
わ

せ
て
１
６
０
名
で
あ
り
、
Ｂ

Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
に

つ
い
て
や
、
診
療
継
続
の
た

め
の
具
体
的
な
作
成
方
法
に

つ
い
て
講
演
と
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

（
議
長
・
湯
浅
○医
）

遠
隔
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
支
援
で
改
善
が

可
能
だ
と
し
た
。
ま
た
氏
が
創

業
し
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
で
開
発
し

た
生
体
看
視
ア
プ
リ
は
、
患
者

を
２４
時
間
３
６
５
日
見
守
る
と

説
明
。
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
や
人
工

呼
吸
器
の
モ
ニ
タ
ー
等
を
遠
隔

で
確
認
し
、
重
症
度
を
評
価
し

介
入
が
必
要
な
患
者
を
選
出
可

能
と
し
た
。
従
来
は
患
者
の

様
々
な
波
形
情
報
を
看
護
師
が

口
頭
で
伝
達
し
非
常
に
ス
ト
レ

ス
だ
っ
た
が
、
数
値
が
可
視
化

さ
れ
現
場
か
ら
好
評
だ
と
し

た
。
２
０
２
４
年
か
ら
診
療
報

酬
化
（
特
定
集
中
治
療
室
遠
隔

支
援
加
算
）
さ
れ
、
大
学
病
院
を

中
心
に
広
ま
っ
て
い
る
と
し

た
。

フ
ラ
を
用
い
て
皮
膚
科
の
医
師

が
薬
疹
を
診
る
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ

以
外
の
診
療
科
の
サ
ポ
ー
ト
を

実
施
。
そ
の
他
、
増
加
す
る
支

援
側
の
負
担
を
抑
え
る
た
め
、

カ
テ
ー
テ
ル
を
抜
く
等
の
危
険

行
動
を
Ａ
Ｉ
検
知
す
る
シ
ス
テ

ム
を
導
入
予
定
と
説
明
。
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
、
最
少
人
数
で
２４
時

間
体
制
の
見
守
り
を
効
率
的
に

運
用
す
る
こ
と
が
次
の
ス
テ
ッ

プ
と
し
た
。

遠
隔
医
療
と

地
域
医
療
の
連
携

　

２
０
４
０
年
以
降
在
宅
患
者

数
が
増
加
す
る
中
、
急
性
期
医

療
だ
け
で
は
な
く
地
域
の
医
療

提
供
体
制
全
体
を
支
援
す
る
必

要
が
あ
る
と
し
、
遠
隔
医
療
と

地
域
医
療
の
連
携
が
重
要
と
指

摘
。
横
浜
市
が
推
進
す
る
Ｅ
Ｈ

Ｒ
（
地
域
医
療
介
護
連
携
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
）
と
、多
職
種
連
携
を

サ

ポ

ー

ト

す

る

ア

プ

リ

「T
eam

」
の
連
携
で
病
院
か
ら

在
宅
ま
で
支
え
る
取
り
組
み
を

横
浜
市
で
広
げ
、
遠
隔
医
療
を

繋
ぎ
た
い
と
し
た
。
多
死
社
会

に
進
む
日
本
で
患
者
を
効
率
的

に
見
守
り
な
が
ら
、
適
切
な
搬

送
ま
た
は
看
取
り
ま
で
遠
隔
医

療
で
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
述
べ

た
。

　

政
策
部
は
７
月
３１
日
、「
地
域

医
療
構
想
に
資
す
る
遠
隔
医
療

の
活
用
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ

に
、
医
療
問
題
研
究
会
を
協
会

会
議
室
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
で
開

催
。
講
師
に
横
浜
市
立
大
学
附

属
病
院
・
集
中
治
療
部
部
長
の

高
木
俊
介
氏
を
迎
え
、
医
師
２４

名
、
歯
科
医
師
５
名
な
ど
計
３７

名
が
参
加
し
た
。

　

氏
は
、
支
援
セ
ン
タ
ー
が
遠

隔
で
Ｉ
Ｃ
Ｕ
（
集
中
治
療
室
）

に
助
言
す
る
「
遠
隔
Ｉ
Ｃ
Ｕ
」

の
取
り
組
み
を
、
Ｔ
Ｖ
報
道
映

像
を
交
え
解
説
。
遠
隔
Ｉ
Ｃ
Ｕ

は
、
医
療
事
故
の
防
止
や
医
療

の
質
向
上
、
医
師
の
働
き
方
改

革
に
も
貢
献
す
る
と
し
た
。
ま

働
き
方
改
革
に
も
貢
献

　

氏
は
、
遠
隔
医
療
の
優
位
性

を
数
値
や
デ
ー
タ
で
示
し
、
現

場
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
遠
隔

医
療
の
促
進
に
必
要
と
指
摘
。

夜
間
休
日
の
コ
ー
ル
数
に
つ
い

て
、
支
援
導
入
前
は
主
治
医
や

麻
酔
科
医
が
２４
時
間
３
６
５
日

対
応
し
た
が
、
導
入
か
ら
５
年

で
夜
間
帯
は
約
９３
％
を
支
援
セ

ン
タ
ー
が
対
応
し
、
被
支
援
施

設
か
ら
は
「
夜
中
の
電
話
が
１

０
０
分
の
１
に
減
っ
た
感
覚
」

と
評
価
さ
れ
た
と
、
働
き
方
改

革
へ
の
貢
献
を
詳
述
し
た
。
ま

た
、
敗
血
症
の
死
亡
率
が
横
浜

市
立
市
民
病
院
で
下
が
り
医
療

の
質
が
向
上
し
た
と
評
し
た
。

一
方
で
阻
害
要
因
は
従
来
の
診

療
文
化
と
異
な
る
ワ
ー
ク
フ
ロ

ー
へ
の
反
発
や
、
見
守
り
を
監

視
と
捉
え
ら
れ
る
等
が
あ
る
と

指
摘
。
ま
た
支
援
側
の
提
案
が

受
容
さ
れ
効
果
を
生
む
に
は
、

病
院
間
の
信
頼
関
係
構
築
が
重

要
で
あ
る
と
し
、
遠
隔
で
毎
日

定
例
会
を
実
施
し
看
護
師
の
顔

と
名
前
が
一
致
す
る
関
係
を
構

築
し
て
い
る
と
し
た
。

　

他
に
、
青
森
県
の
む
つ
総
合

病
院
で
は
遠
隔
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
イ
ン

　
歯
科
研
究
部
は
７
月
２
日
、

歯
科
臨
床
研
究
会
「
明
日
か
ら

活
か
せ
る
歯
周
治
療
の
ヒ
ン
ト

～
Ｓ
Ｐ
Ｔ
の
評
価
ポ
イ
ン
ト
と

歯
周
外
科
（
Ｆ
Ｏ
Ｐ
）
へ
の
ス

テ
ッ
プ
～
」
を
協
会
会
議
室
と

Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
で
開
催
。
講
師
は

神
奈
川
歯
科
大
学
歯
学
部

臨

床
科
学
系
・
歯
科
保
存
学
講
座
　

歯
周
病
学
分
野

講
師
の
杉
原
　

俊
太
郎
氏
が
務
め
、
１
９
１
名

が
参
加
し
た
。

　

令
和
８
年
度
診
療
報
酬
改
定

で
、
従
来
の
Ｓ
Ｐ
Ｔ
等
は「
歯
周

病
継
続
支
援
治
療
」
へ
と
名
称

変
更
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
単

な
る
名
称
の
変
更
に
と
ど
ま
ら

ず
、
従
来
の
画
一
的
な
メ
イ
ン

テ
ナ
ン
ス
か
ら
、
患
者
さ
ん
一

人
ひ
と
り
の
病
態
や
リ
ス
ク
に

応
じ
た
「
個
別
化
さ
れ
た
継
続

治
療
」
へ
と
、私
た
ち
の
考
え
方

た
、
Ａ
Ｉ
検
知
シ
ス
テ
ム
の
活

用
や
、
情
報
連
携
で
地
域
医
療

全
体
を
支
援
す
る
遠
隔
医
療
の

展
望
を
解
説
し
た
。

遠
隔
Ｉ
Ｃ
Ｕ
と
は

　

氏
は
、
遠
隔
Ｉ
Ｃ
Ｕ
は
大
規

模
病
院
（
Ｈ
ｕ
ｂ
施
設
）
の
遠
隔

Ｉ
Ｃ
Ｕ
支
援
セ
ン
タ
ー
の
専
門

医
や
経
験
豊
富
な
看
護
師

が
人
手
不
足
の
中
規
模
病
院

（Spoke

施
設
。Spoke

は
車
輪

の
中
心
を
繋
ぐ
細
い
棒
が
由

来
）
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
組
み

と
解
説
。
横
浜
市
立
大
学
附
属

病
院
の
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
院

内
外
で
合
計
６１
床
を
カ
バ
ー
し

て
い
る
と
説
明
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｕ

の
課
題
は
、
集
中
治
療
医
が
充

足
率
約
４０
％
以
下
で
看
護
師
も

不
足
し
、
繁
忙
さ
の
た
め
観
察

を
怠
る
な
ど
シ
ン
プ
ル
な
原
因

で
医
療
事
故
が
生
じ
る
と
し
、

を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
大
切
な

契
機
に
な
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

本
講
演
で
は
ま
ず
、
日
本
歯

科
医
学
会
の
「
歯
周
病
の
治
療

に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
」、

日
本
歯
周
病
学
会
の
「
歯
周
治

療
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
２
０
２

２
」
を
も
と
に
Ｓ
Ｐ
Ｔ
の
臨
床

的
位
置
付
け
を
整
理
し
ま
し

た
。
Ｓ
Ｐ
Ｔ
は
治
療
の
終
着
点

で
は
な
く
、
「
病
状
安
定
」
と

い
う
リ
ス
ク
を
抱
え
た
状
態
に

対
す
る
包
括
診
療
と
な
り
、
歯

周
病
の
病
状
に
対
す
る
再
評
価

が
肝
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
う
え
で
、
歯
周
病
新
分
類
に

お
け
るStage

（
重
症
度
と
複

雑
さ
）
とG

rade

（
進
行
リ
ス

ク
）
の
概
念
を
紹
介
し
、
Ｓ
Ｐ

Ｔ
期
間
中
も
継
続
し
て
リ
ス
ク

評
価
を
行
う
重
要
性
を
お
話
し

し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
患
者
個
別
の
リ
ス

ク
を
可
視
化
す
るPeriodontal  

R
isk  A

ssessm
ent

（
Ｐ
Ｒ
Ａ
）

を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
残
存
ポ

ケ
ッ
ト
、
継
続
す
る
Ｂ
Ｏ
Ｐ
、

骨
吸
収
の
進
行
度
や
全
身
因
子

な
ど
を
総
合
的
に
ス
コ
ア
化
す

る
こ
と
で
、勘
に
頼
ら
な
い
「
根

拠
に
基
づ
く
的
確
な
Ｓ
Ｐ
Ｔ
間

隔
の
決
定
」
が
可
能
に
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
後
半
で
は
「
非
外
科

治
療
の
限
界
」
に
言
及
し
ま
し

た
。
深
い
ポ
ケ
ッ
ト
に
対
し
、

盲
目
的
な
Ｓ
Ｒ
Ｐ
を
漫
然
と
繰

り
返
す
こ
と
は
長
期
的
な
歯
の

保
存
に
お
い
て
最
適
解
と
は
言

え
ま
せ
ん
。
再
評
価
で
限
界
を

正
し
く
見
極
め
、
適
切
な
タ
イ

ミ
ン
グ
で
明
視
下
で
の
歯
周
外

科
治
療
へ
移
行
す
る
こ
と
こ
そ

が
、
歯
周
組
織
の
確
実
な
安
定

に
つ
な
が
る
こ
と
を
、
臨
床
症

例
と
と
も
に
解
説
い
た
し
ま
し

た
。

　

Ｓ
Ｐ
Ｔ
を
「
様
子
見
の
定
期

処
置
」
で
は
な
く
「
的
確
な
評

価
に
基
づ
く
意
思
の
あ
る
継
続

治
療
」
と
し
て
実
践
す
る
こ
と

が
、
こ
れ
か
ら
の
歯
周
治
療
に

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。本
稿
が
、

日
常
臨
床
に
お
け
る
Ｓ
Ｐ
Ｔ
を

見
直
し
、
必
要
に
応
じ
た
外
科

介
入
へ
と
一
歩
踏
み
出
す
ヒ
ン

ト
と
な
れ
ば
幸
甚
で
す
。

講師の杉原氏

　協会では、来年2027年度の介護報酬改定に向

けて「介護保険制度・介護報酬の抜本改善、大幅

な処遇改善を求める請願署名」に取り組んでいま

す。前回の介護報酬改定では十分な引き上げがさ

れず、訪問介護等の基本報酬は引き下げられ、介

護事業所の倒産・廃業は過去最多となっています。

　介護が崩壊すれば、医療と介護が補完し合う在

宅医療も成り立ちません。医療従事者の立場、お

よび将来介護保険を

利用する可能性のあ

る当事者の立場か

ら、ぜひ署名にご協

力をお願いいたしま

す。

　署名は『月刊保団

連』9月号（9月中旬

ごろ医療機関に到着

予定）に同封いたし

ます。

医療問題研究会



う
求
め
た
。
⑵
に
つ
い
て
は
、
転

職
等
で
保
険
者
の
異
動
手
続
き
で

タ
イ
ム
ラ
グ
が
生
じ
る
こ
と
、
今

後
は
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
電
子
証
明

書
の
有
効
期
限（
５
年
）が
切
れ
、

未
更
新
の
場
合
は
マ
イ
ナ
保
険
証

が
無
効
と
な
り
資
格
確
認
が
で
き

な
い
事
例
が
増
加
す
る
と
説
明
し

た
。

　

飯
野
議
員
か
ら
は
、
県
で
優
先

す
べ
き
医
療
機
関
へ
の
支
援
に
つ

い
て
問
わ
れ
た
。
二
村
副
理
事
長

は
、
物
価
高
騰
に
は
診
療
報
酬
で

は
迅
速
な
対
応
が
で
き
ず
、
国
に

期
中
改
定
を
求
め
て
い
る
が
、
そ

の
つ
な
ぎ
と
し
て
支
援
金
な
ど
タ

イ
ム
リ
ー
な
対
応
を
求
め
た
。
森

田
議
員
は
医
療
機
関
の
窮
状
を
理

解
し
、
グ
ロ
ー
ブ
放
出
に
つ
い
て

は
県
の
認
識
不
足
に
よ
り
提
供
で

き
な
か
っ
た
こ
と
は
重
大
な
問
題

だ
と
し
、
今
後
に
生
か
し
て
い
き

た
い
と
述
べ
た
。

国・県への予算要望ヒアリング
　政策部はこの間、国政・県政の次年度予算要望に向けて、国会議員や各党会派の県議団と懇談。以下の項目を要求している。
　国政へ：❶医療用資材供給不足、医院経営に対する財政支援、❷歯科用局所麻酔薬不足など医薬品供給不足解消、❸一部保険外療養の実施凍結、❹高額
療養費の上限額の引き上げ中止、❺健康保険証の復活、❻オンライン診療受診施設の厳格な運用、❼長期収載品の選定療養中止、❽後期高齢者の保険料、
窓口負担の引き下げ―以上８点を求めた。
　また、県政へ：①医療用資材供給不足への財政支援等、②医院経営対策、③歯科用局所麻酔薬不足など医薬品供給不足解消、④一部保険外療養と高額療
養費の上限額の引き上げの凍結、⑤健康保険証の継続・復活等、⑥後期高齢者保険料引き下げ等―以上６点を求めた。

　

７
月
16
日
、
自
民
党
神
奈
川
県

支
部
連
合
会
と
県
庁
で
懇
談
。
県

議
団
か
ら
高
橋
・
桝
・
敷
田
・
原
・

神
倉
・
川
崎
・
武
田
・
田
中
・
小

林
各
議
員
な
ど
合
計
24
名
が
出
席

し
た
。
協
会
か
ら
は
二
村
副
理
事

長
、
藤
田
理
事
が
出
席
し
、
▽
医

療
用
資
材
の
供
給
不
足
や
物
価
高

騰
対
策
、
▽
医
療
機
関
へ
の
財
政

支
援

－

な
ど
県
政
６
点
と
、
▽
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
受
診
施
設
の
厳
格

な
運
用

－

な
ど
国
政
８
点
を
求
め

た
。

　

医
療
資
材
の
不
足
状
況
や
、
Ｇ

－

Ｍ
Ｉ
Ｓ
へ
の
登
録
状
況
、
局
所

麻
酔
剤
の
入
荷
状
況
、
デ
ジ
タ
ル

化
と
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

状
況
な
ど
、
活
発
な
意
見
交
換
と

な
っ
た
。

　

原
議
員
よ
り
局
所
麻
酔
剤
の
状

　

７
月
14
日
、
か
な
が
わ
未
来
神

奈
川
県
議
会
議
員
団
と
県
庁
で
懇

談
。
県
議
団
か
ら
石
川
・
永
井
・

吉
川
各
議
員
が
出
席
し
た
。
協
会

か
ら
は
藤
田
理
事
が
出
席
し
、
県

　

７
月
15
日
、
日
本
共
産
党
神
奈

川
県
議
会
議
員
団
と
県
庁
で
懇

談
。
県
議
団
か
ら
井
坂
議
員
、
党

藤
沢
市
福
祉
・
子
育
て
県
政
対
策

委
員
長
と
し
て
山
口
氏
が
出
席
し

た
。
協
会
か
ら
は
田
辺
理
事
長
、

湯
浅
副
理
事
長
、
藤
田
理
事
が
出

席
し
、
県
政
６
点
を
求
め
た
。

　

井
坂
議
員
よ
り
、
⑴
診
療
報
酬

改
定
後
の
経
営
実
態
、
⑵
マ
イ
ナ

保
険
証
の
ト
ラ
ブ
ル
事
例
、
⑶
中

東
情
勢
下
で
の
医
療
機
関
支
援

－

に
つ
い
て
問
わ
れ
た
。
⑴
に
つ
い

て
田
辺
理
事
長
は
、
診
療
科
で
の

差
は
あ
る
が
昨
年
と
同
様
で
、
従

業
員
の
賃
上
げ
な
ど
使
途
が
限
定

さ
れ
、
物
価
高
騰
に
は
対
応
で
き

て
い
な
い
と
し
た
。
湯
浅
副
理
事

長
は
、
慢
性
疾
患
で
症
状
安
定
の

患
者
が
長
期
処
方
傾
向
で
減
収
だ

と
回
答
。
⑵
に
つ
い
て
田
辺
理
事

長
は
、
保
険
者
の
資
格
登
録
の
タ

イ
ム
ラ
グ
で
正
し
い
資
格
情
報
が

反
映
さ
れ
な
い
こ
と
、
視
覚
障
害

者
の
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
利
用
が

困
難
な
事
例
を
解
説
し
た
。
⑶
に

つ
い
て
は
、
今
後
医
療
用
資
材
が

急
激
に
不
足
し
た
場
合
に
は
、
県

の
備
蓄
医
療
用
資
材
の
放
出
等
迅

速
な
対
応
を
求
め
、
理
解
が
示
さ

れ
た
。

　

７
月
16
日
、
立
憲
民
主
党
・
か

な
が
わ
ク
ラ
ブ
神
奈
川
県
議
団
と

県
庁
で
懇
談
。県
議
団
か
ら
青
山
・

市
川
・
望
月
・
須
田
・
飯
野
・
森

田
各
議
員
他
14
名
が
出
席
し
た
。

協
会
か
ら
は
二
村
副
理
事
長
、
藤

田
理
事
が
出
席
し
、
県
政
６
点
を

求
め
た
。

　

森
田
議
員
よ
り
、
⑴
今
後
備
蓄

す
べ
き
医
療
用
資
材
、
⑵
マ
イ
ナ

保
険
証
の
ト
ラ
ブ
ル
事
例

－

に
つ

い
て
質
問
が
な
さ
れ
た
。
事
務
局

よ
り
⑴
に
つ
い
て
、
開
業
医
、
特

に
歯
科
は
グ
ロ
ー
ブ
不
足
が
治
療

休
止
に
直
結
す
る
と
し
、
中
東
情

勢
下
で
急
激
な
医
療
用
資
材
不
足

が
生
じ
た
際
に
は
、
県
の
備
蓄
医

療
用
資
材
を
迅
速
に
放
出
す
る
よ

物
価
高
騰
対
策
訴
え

物
価
高
騰
対
策
訴
え

  

紹
介
手
数
料
是
正
へ
意
見
書

紹
介
手
数
料
是
正
へ
意
見
書

自
由
民
主
党

自
由
民
主
党

国政・県政国政・県政

医
療
用
資
材
不
足
時
に

医
療
用
資
材
不
足
時
に

  

迅
速
対
応
可
能
な
制
度
訴
え

迅
速
対
応
可
能
な
制
度
訴
え

立
憲
民
主
党
・
か
な
が
わ
未
来

立
憲
民
主
党
・
か
な
が
わ
未
来

県 政県 政

医
療
用
手
袋
の
放
出

医
療
用
手
袋
の
放
出

県
の
認
識
不
足

県
の
認
識
不
足  

重
く
受
け
止
め
る

重
く
受
け
止
め
る

立
憲
民
主
党
・
か
な
が
わ
ク
ラ
ブ

立
憲
民
主
党
・
か
な
が
わ
ク
ラ
ブ

県 政県 政

物
価
高
騰
に
窮
す
る

物
価
高
騰
に
窮
す
る

  
医
療
機
関
へ
理
解
を
示
す

医
療
機
関
へ
理
解
を
示
す

日
本
共
産
党

日
本
共
産
党

県 政県 政

況
を
問
わ
れ
、二
村
副
理
事
長
は
、

発
注
か
ら
納
入
ま
で
時
間
が
か
か

る
こ
と
や
、
価
格
が
高
騰
し
て
い

る
状
況
を
訴
え
た
。
ま
た
田
中
議

員
は
、
塗
装
業
で
の
シ
ン
ナ
ー
不

足
に
よ
る
休
業
に
触
れ
、
医
療
機

関
の
現
況
に
つ
い
て
質
問
。
事
務

局
よ
り
国
際
情
勢
の
不
透
明
さ
や

政
６
点
を
求
め
た
。

　

藤
田
理
事
は
医
療
機
関
の
窮
状

と
し
て
、
医
療
用
グ
ロ
ー
ブ
は
購

入
可
能
だ
が
納
入
価
は
昨
年
に
比

し
約
１
・
５
倍
を
超
え
出
費
が
増

加
し
て
い
る
と
し
、
医
療
資
材
の

備
蓄
の
供
給
や
財
政
補
助
等
を
訴

え
た
。
吉
川
議
員
は
、
今
後
を
見

据
え
て
医
療
用
資
材
の
急
激
な
不

足
が
生
じ
た
際
に
国
や
県
で
機
動

的
・
迅
速
に
対
応
で
き
る
制
度
を

整
え
る
要
望
と
し
て
受
け
止
め
た

価
格
高
騰
の
問
題
を
説
明
し
、
県

に
よ
る
供
給
体
制
構
築
を
求
め

た
。
ま
た
敷
田
議
員
よ
り
、
医
療

機
関
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
つ

い
て
問
わ
れ
、
藤
田
理
事
は
奈
良

市
民
病
院
で
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
で

は
対
策
機
器
が
有
効
だ
っ
た
が
、

開
業
医
が
導
入
す
る
に
は
非
常
に

高
額
と
説
明
し
た
。
こ
の
他
、
敷

田
議
員
は
自
民
県
議
団
の
働
き
か

け
に
よ
り
、
県
議
会
と
し
て
「
医

療
機
関
が
有
料
職
業
紹
介
事
業
者

に
支
払
う
高
額
な
手
数
料
の
是
正

を
求
め
る
意
見
書
」
を
国
に
提
出

し
た
と
報
告
。
今
後
は
、
県
内
の

医
療
機
関
が
看
護
師
確
保
に
支
払

う
費
用
の
実
態
を
把
握
す
る
と
述

べ
た
。
藤
田
理
事
は
、
医
療
従
事

者
の
人
件
費
に
充
て
る
費
用
が
少

な
く
他
業
種
に
人
材
が
流
れ
る
こ

と
が
、
紹
介
事
業
者
を
利
用
す
る

原
因
と
指
摘
し
た
。

と
理
解
を
示
し
た
。
ま
た
石
川
議

員
は
、
歯
科
医
療
機
関
の
偏
在
や

県
民
へ
の
安
心
な
医
療
提
供
が
必

要
と
述
べ
、
県
の
地
域
医
療
の
格

差
等
を
質
問
。
藤
田
理
事
は
医
師

数
が
全
国
的
に
少
な
い
こ
と
や
、

医
院
経
営
は
患
者
数
に
左
右
さ
れ

る
た
め
地
域
偏
在
が
生
じ
か
ね
な

い
と
説
明
。
医
療
人
材
の
確
保
の

困
難
さ
や
高
額
な
人
材
紹
介
料
、

ま
た
人
口
減
少
下
で
の
医
療
機
関

存
立
を
支
え
る
財
政
措
置
な
ど
が

話
題
に
上
っ
た
。

井坂議員

立憲民主党・かながわ未来藤田理事

日本共産党県議団

自由民主党県議団

保険医協会

森田議員 飯野議員

立憲民主党・かながわクラブ

県議会会派別議員数
会派名（呼称） 人数

自民党 45

立憲民主党・
かながわクラブ 21

かながわ未来 10
公明党 8

県政会・立憲
神奈川ネット 4

共産党 2

会派名（呼称） 人数

日本維新の会 2
中原・高津 2
わが町 1
港南の会 1
創和会 1
翼の会 1
厚愛の会 1

※神奈川県HPを参照



保険医休業保障共済保険保険医休業保障共済保険【次回申込期間：2026年9月15日～12月31日【次回申込期間：2026年9月15日～12月31日（加入日：2027年4月1日）（加入日：2027年4月1日）】】

＜受給例①＞ 52歳・女性・開業医【8口加入】
　「発熱したため2月10日に受診、新型コロナの診断と一週間程度自宅で静養するよう指示があり、2月17日まで休業した」
→自宅療養のため、2月10日～2月12日は免責、2月13日～2月17日の5日間が給付の対象
　（自宅療養）6,000円／口×加入8口×5日間＝240,000円を受給

＜受給例②＞ 64歳・男性・開業医【5口加入】
　 「12月30日、趣味のスキーで足を骨折しそのまま救急搬送され、1月6日まで入院治療を行った。退院後もしばらく歯科の診療を行うことができ
ず、医師の指示のもと1月31日まで自宅で休業した」
→（入院治療）8,000円／口×加入5口×8日間＝320,000円
　 （自宅療養）6,000円／口×加入5口×25日間＝750,000円 入院・自宅療養合わせて1,070,000円を受給

＊ 告知書を元に加入審査を行います。また、勤務形態等によって加入口数に制限がございます。
＊ 加入日現在で59歳6カ月未満の方がお申し込み可能です。59歳6カ月を超える方は「所得補償保険」をご検討ください。
＊ 請求の際には“第三者の医師”の診断を受けていることが必須条件となります。自己診療やご家族による診療は対象外です。

① 保険料が加入時から上がらない
② 入院は1日目から給付の対象（免責0日）、自宅療養も給付の対象（免責3日）
③   休業時の給付金とは別に、脱退時には加入年数に応じた“脱退給付金”、
　 万が一加入者が亡くなった際は“弔慰給付金”をお支払い
④ 代診の先生を置いた場合や、医院の休診日でも給付の対象となります
⑤ 他の所得補償保険との併用受給も可能

おすすめポイントおすすめポイント

ーケガや病気による休業を保障ー

“ ”

　

７
月
29
日
、
公
明
党
神
奈
川
県

議
団
と
県
庁
で
懇
談
。
県
議
団
か

ら
西
村
・
亀
井
両
議
員
が
出
席
し

た
。
協
会
か
ら
田
辺
理
事
長
、
湯

浅
副
理
事
長
、
藤
田
理
事
が
出
席

し
、
県
政
６
点
を
求
め
た
。

　

医
薬
品
・
医
療
用
資
材
の
供
給

不
足
や
価
格
高
騰
、
医
療
機
関
の

経
営
状
況
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
意

見
交
換
が
な
さ
れ
た
。
田
辺
理
事

長
は
、
医
薬
品
業
界
の
一
社
集
中

製
造
の
リ
ス
ク
、原
材
料
の
高
騰
、

国
の
低
薬
価
政
策
な
ど
構
造
的
な

問
題
が
あ
る
と
し
、
汎
用
性
の
高

い
も
の
は
価
格
を
上
げ
る
べ
き
だ

と
指
摘
。
亀
井
議
員
は
、
国
内
の

供
給
体
制
強
化
の
た
め
薬
価
引
き

上
げ
は
必
要
と
し
つ
つ
も
、
患
者

負
担
に
も
直
結
す
る
た
め
、
両
睨

み
に
な
る
と
し
た
。
ま
た
、
診
療

所
だ
け
で
な
く
多
く
の
病
院
も
経

営
赤
字
の
現
状
に
触
れ
、
地
域
の

イ
ン
フ
ラ
が
崩
壊
す
る
危
機
感
を

示
し
た
。

　

西
村
議
員
は
、
コ
ロ
ナ
の
経
験

か
ら
感
染
症
と
災
害
対
策
で
は
重

複
す
る
点
が
あ
る
と
し
、
医
療
用

資
材
の
融
通
な
ど
縦
割
り
で
は
な

く
柔
軟
な
対
応
が
必
要
と
し
た
。

Ｇ

－

Ｍ
Ｉ
Ｓ
の
導
入
率
が
低
い
歯

科
医
療
機
関
に
は
、
協
会
や
歯
科

医
師
会
な
ど
の
団
体
が
窓
口
と
な

る
こ
と
で
、
小
規
模
医
療
機
関
に

も
迅
速
に
医
療
用
資
材
の
提
供
が

可
能
と
な
る
と
述
べ
た
。

　

７
月
22
日
、
県
政
会
・
神
奈
川

ネ
ッ
ト
と
県
庁
で
懇
談
。
県
議
団

か
ら
小
川
・
す
と
う
・
松
長
・
青

木
各
議
員
が
出
席
し
た
。
協
会
か

ら
は
田
辺
理
事
長
、
藤
田
理
事
が

出
席
し
、
県
政
６
点
を
求
め
た
。

　

小
川
議
員
よ
り
医
療
資
材
不
足

に
つ
い
て
問
わ
れ
、
田
辺
理
事
長

か
ら
改
善
傾
向
だ
が
価
格
高
騰
や

先
が
見
通
せ
な
い
現
状
を
伝
え
、

今
後
調
査
を
行
う
予
定
と
回
答
し

た
。
松
長
議
員
よ
り
診
療
報
酬
改

定
要
望
の
実
現
度
を
問
わ
れ
、
田

辺
理
事
長
は
10
％
以
上
の
引
き
上

げ
を
求
め
た
が
使
途
限
定
の
制
約

付
き
で
約
３
％
の
み
と
回
答
。
中

東
情
勢
の
ナ
フ
サ
不
足
の
影
響
も

未
反
映
で
あ
り
、
緊
急
の
医
療
機

関
へ
の
支
援
が
必
要
と
訴
え
た
。

　

青
木
議
員
か
ら
は
医
療
受
給
者

証
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
一

体
化
の
動
き
を
問
わ
れ
、
藤
田
理

事
は
横
浜
市
で
の
自
己
負
担
割
合

が
誤
っ
て
表
示
さ
れ
る
事
例
を
指

摘
。
田
辺
理
事
長
は
マ
イ
ナ
保
険

証
と
乳
幼
児
医
療
証
等
の
併
用

は
、
横
浜
市
と
鎌
倉
市
等
で
確
認

の
仕
方
が
異
な
る
な
ど
窓
口
事
務

が
煩
雑
な
現
状
を
伝
え
た
。
最
後

に
松
長
議
員
は
医
療
機
関
の
苦
境

診
療
報
酬
改
定
足
り
ず

診
療
報
酬
改
定
足
り
ず

 

中
東
情
勢
を
踏
ま
え
支
援
要
請

中
東
情
勢
を
踏
ま
え
支
援
要
請

県
政
会
・
立
憲
民
主
神
奈
川
ネ
ッ
ト

県
政
会
・
立
憲
民
主
神
奈
川
ネ
ッ
ト

県 政県 政

重
複
す
る
感
染
症
と
災
害
対
策

重
複
す
る
感
染
症
と
災
害
対
策

 

行
政
が
柔
軟
な
対
応
を

行
政
が
柔
軟
な
対
応
を

公
明
党

公
明
党

県 政県 政

国・県への予算要望ヒアリング

に
理
解
を
示
し
、
県
民
の
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
を
い
か
に
守
る
か
を
考
え

て
い
く
と
述
べ
た
。

保険医協会 県政会・立憲民主神奈川ネット

県政会・立憲民主神奈川ネット公明党県議団

公明党県議団田辺理事長 湯浅副理事長
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炎
を
繰
り
返
し
て
い
た
彼
が
、

画
家
と
な
る
き
っ
か
け
も
病
床

に
あ
っ
た
。
法
務
事
務
所
に
勤

め
て
い
た
若
き
マ
テ
ィ
ス
は
、

激
し
い
腹
痛
で
入
院
し
、
療
養

中
に
隣
の
ベ
ッ
ド
の
男
か
ら
絵

を
描
く
こ
と
を
勧
め
ら
れ
る
。

そ
の
と
き
母
が
買
っ
て
く
れ
た

絵
具
箱
に
触
れ
た
瞬
間
、
「
こ

れ
が
私
の
人
生
だ
」
と
確
信
し

た
と
後
に
語
っ
て
い
る
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
期
に
は
罪

悪
感
・
無
力
感
に
苦
し
み
、
パ

ニ
ッ
ク
様
症
状
も
あ
っ
た
。
数

人
の
精
神
科
医
の
診
察
を
受
け

た
が
、
最
終
的
に
は
神
経
症
的

傾
向
は
彼
の
本
質
の
一
部
と
説

明
さ
れ
た
。
１
９
４
１
年
、
マ

テ
ィ
ス
は
腸
の
腫
瘍
の
手
術
を

受
け
た
。
腫
瘍
は
良
性
の
平
滑

筋
腫
だ
っ
た
が
、
手
術
は
合
併

症
を
伴
い
、
壊
死
性
軟
部
組
織

感
染
症
、
敗
血
症
、
肺
塞
栓
な

ど
、
重
篤
な
状
態
に
陥
っ
た
。

医
師
は
余
命
３
年
と
告
げ
た

が
、
マ
テ
ィ
ス
は
「
病
か
ら
復

活
し
た
男
」
と
し
て
そ
の
後
１３

年
を
生
き
抜
い
た
。
こ
の
手
術

に
よ
り
車
椅
子
生
活
と
な
っ
た

彼
は
、
筆
を
握
る
代
わ
り
に
色

紙
を
切
っ
て
線
描
で
構
成
す
る

「
切
り
絵
」
と
い
う
新
た
な
表

現
手
法
を
生
み
出
す
。

　

呼
吸
器
機
能
の
脆
弱
さ
や
慢

性
的
な
不
眠
症
も
、
彼
の
創
作

に
影
を
落
と
し
た
。
ス
ペ
イ
ン

旅
行
中
に
は
、
精
神
的
な
緊
張

と
批
評
へ
の
失
望
か
ら
、
全
身

を
震
わ
せ
る
よ
う
な
神
経
発
作

を
起
こ
し
、
医
師
の
指
導
で
作

業
を
中
断
す
る
こ
と
も
あ
っ

た
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
は
、

娘
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
が
レ
ジ
ス
タ

ン
ス
活
動
で
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
に
捕

ら
え
ら
れ
た
こ
と
に
衝
撃
を
受

け
、
数
日
間
何
も
描
け
な
く
な

っ
た
と
い
う
。

　

し
か
し
驚
く
べ
き
は
、
彼
が

こ
う
し
た
身
体
的
・
精
神
的
苦

痛
を
昇
華
し
、
よ
り
自
由
で
大

胆
な
表
現
へ
と
転
化
し
て
い
っ

た
点
に
あ
る
。
マ
テ
ィ
ス
は
語

る
。
「
私
の
作
品
で
、
春
の
軽

や
か
な
歓
び
の
よ
う
に
、
人
を

煩
わ
せ
る
こ
と
な
く
楽
し
ま
せ

た
い
」
。
晩
年
に
手
が
け
た
ヴ

ァ
ン
ス
の
ロ
ザ
リ
オ
礼
拝
堂

（
１
９
４
９
―
５１
）
で
は
、
内

装
か
ら
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
に
至

る
ま
で
自
ら
設
計
し
、「
生
涯

の
結
実
」
と
呼
ん
だ
。

　

マ
テ
ィ
ス
の
歩
み
は
、
病
に

打
ち
ひ
し
が
れ
る
こ
と
な
く
、

病
を
芸
術
の
器
と
し
て
活
か
し

た
希
有
な
例
で
あ
る
。
彼
の
人

生
は
、
創
造
と
は
し
ば
し
ば
制

限
の
中
か
ら
生
ま
れ
、
病
と
芸

術
は
対
立
で
は
な
く
、
互
い
に

呼
応
し
う
る
こ
と
を
教
え
て
く

れ
る
。
マ
テ
ィ
ス
の
色
彩
は
、

痛
み
の
裏
側
か
ら
差
し
込
ん

だ
、
生
命
そ
の
も
の
の
光
だ
っ

た
。

　

ア
ン
リ
・
マ
テ
ィ
ス
（
１
８

６
９
―
１
９
５
４
）
は
、
２０
世

紀
の
美
術
史
に
お
い
て
ピ
カ
ソ

と
並
び
称
さ
れ
る
巨
匠
で
あ

る
。
代
表
作
「
ダ
ン
ス
」
（
１

９
１
０
）
や
、
晩
年
の
切
り
絵

シ
リ
ー
ズ
「
ジ
ャ
ズ
」
（
１
９

４
７
）
は
、
視
覚
芸
術
の
新
た

な
可
能
性
を
切
り
開
い
た
。
一

方
で
、
マ
テ
ィ
ス
の
人
生
は
若

年
期
か
ら
晩
年
に
至
る
ま
で
、

慢
性
的
な
腹
部
疾
患
、
呼
吸
器

疾
患
、
不
眠
、
そ
し
て
心
理
的

苦
悩
に
彩
ら
れ
て
い
た
。

　

幼
少
期
か
ら
気
管
支
炎
・
肺

　腸腫瘍の手術後、車椅子生活となった巨匠

が編み出した「切り絵」という革命。病から

復活した男が最晩年に到達した、純粋な色彩

の世界とは―（毎月一回連載）。

病から生まれた病から生まれた

アンリ・マティスの色彩アンリ・マティスの色彩
川崎市川崎区　谷本　哲也

医科学から

読み解く

西洋画家の物語
～第七回～

医科学から

読み解く

西洋画家の物語
～第七回～

アンリ・マティス『夫人の居間』
1921年、オランジュリー美術館

（事務局撮影）

６８
歳
近
況

た
い
し
た
履
歴
で
は
な
い
の
で
近
況
で
す
。

横
浜
市
中
区

溝
呂
木　

文
行

～第 106 弾～～第 114 弾～

　

昭
和
５７
年
卒
業
後
総
合
病
院

歯
科
勤
務
後
、
同
６１
年
父
の
跡

を
継
ぎ
開
業
し
ま
し
た
。

　

保
険
医
協
会
に
は
開
業
時
友

人
の
勧
め
で
入
会
、
４０
年
近
い

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
３
年
く

ら
い
前
ま
で
は
、
何
も
せ
ず
困

っ
た
と
き
に
電
話
で
教
え
を
請

う
程
度
で
し
た
。

　

偶
々
横
浜
支
部
の
観
望
会
参

加
後
紆
余
曲
折
を
経
て
洞
澤
支

部
長
の
助
手
に
な
り
、
形
ば
か

り
の
評
議
員
で
年
２
回
参
加
し

そ
の
都
度
、
賛
成
の
挙
手
数
回

行
っ
て
い
ま
す
。

　

２
カ
月
前
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
ジ

ム
通
い
を
知
人
の
勧
め
で
始
め

ま
し
た
。
歯
科
の
為
前
傾
で
患

者
さ
ん
を
上
、
横
か
ら
覗
く
事

４４
年
。
元
来
巻
肩
、
猫
背
気
味

で
姿
勢
悪
く
、
又
モ
ヤ
シ
体
型

で
も
あ
り
そ
れ
ら
の
改
善
が
目

的
で
す
。

　

子
ど
も
時
代
か
ら
運
動
神
経

鈍
く
体
育
は
苦
手
、
社
会
人
後

も
自
転
車
、
歩
き
以
外
運
動
ら

し
き
こ
と
は
皆
無
で
し
た
。

　

当
初
、
マ
シ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
少
々
で
も
体
の
あ
ち
こ
ち
が

ガ
タ
ピ
シ
、
知
人
か
ら
ス
タ
ジ

オ
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
参
加
す
べ
し

と
の
お
達
し
で
、
ピ
ラ
テ
ィ
ス
、

ヨ
ガ
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
ま
で
始

め
ま
し
た
。
身
体
硬
い
わ
、
手

足
は
全
く
付
い
て
こ
な
い
わ
、

一
人
だ
け
違
う
種
目
を
行
っ
て

い
る
よ
う
で
恥
ず
か
し
い
や
ら

周
囲
の
方
も
自
分
の
こ
と
で
精

一
杯
、
ご
同
類
も
お
ら
れ
る
の

で
図
々
し
く
出
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
数
回
の

経
験
で
す
が
、
当
初
の
終
了
後

の
ガ
タ
ピ
シ
感
は
薄
れ
、
適
度

の
疲
労
感
で
参
加
当
日
は
よ
く

寝
ら
れ
中
々
具
合
よ
い
為
継
続

し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。
人
間
動
物
な
の
で
動
か
な

い
と
だ
め
だ
と
実
感
、
２０
年
早

く
始
め
て
い
れ
ば
よ
か
っ
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。
１０
月
で
６９
歳

に
な
り
後
が
な
い
の
で
最
後
の

チ
ャ
ン
ス
と
考
え
い
つ
も
の
竜

頭
蛇
尾
に
終
わ
ら
ぬ
よ
う
に

と
。

　

こ
の
よ
う
な
者
で
す
が
宜
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　共済部は7月29日、共済セミナー「ドクターとして最低限知ってお

きたいお金の知識―2026年―」を協会会議室とWEB併用で開催。講師

は東京海上日動あんしん生命保険㈱横浜支店、エグゼクティブ・ラ

イフパートナーロイヤルメンバーの石原香介氏が務めた。今年1月に

も開催したテーマであるが、94名もの参加があった。

　当日は、協会独自制度の「所得補償保険」や「保険医年金」とい

った共済制度の案内にはじまり、講師からはこの20年にドクターと

関わってきた経験を生かし、「医師」という職業に合わせたリアルな

マネープランが提示され、生命保険、金融商品の活用法について解

説があった。

　ドクターの個別相談が順番待ちであることから「行列の出来る保

険コンサルタント」との異名をもつ石原氏。協会会員への特典とし

て設けた個別相談の機会にも複数の申し込みがあった。

共済セミナー共済セミナー

20年の経験生かし解説20年の経験生かし解説
ドクターのためのお金の知識ドクターのためのお金の知識

「熊本地震」、「千葉豪雨」「熊本地震」、「千葉豪雨」

救援募金にご協力を救援募金にご協力を
　この度の熊本地震および千葉豪雨で被災された皆様に心よりお　この度の熊本地震および千葉豪雨で被災された皆様に心よりお

見舞い申し上げます。見舞い申し上げます。

　神奈川県保険医協会は、熊本地震および千葉豪雨により甚大な　神奈川県保険医協会は、熊本地震および千葉豪雨により甚大な

被害を被った該当協会に属する被災会員を救援するための募金被害を被った該当協会に属する被災会員を救援するための募金

を、下記の通り実施することにいたしました。この救援募金は当を、下記の通り実施することにいたしました。この救援募金は当

会がとりまとめ、その全額を被災協会と被災会員へ寄付すること会がとりまとめ、その全額を被災協会と被災会員へ寄付すること

としています。会員の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。としています。会員の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

※ 当該募金は寄付金控除ができませんが、経費扱いとなります。※ 当該募金は寄付金控除ができませんが、経費扱いとなります。

―救援募金の協力方法――救援募金の協力方法―
受付期間受付期間　9月末まで（第一次）　9月末まで（第一次）
募 金 額募 金 額　一口3,000円（何口でも可能）　一口3,000円（何口でも可能）
募金方法募金方法　 郵便振込みまたは銀行振込み　 郵便振込みまたは銀行振込み
※ 通信欄に「募金」とお書きください。募金先にご指定がある場合は、「熊本地震」※ 通信欄に「募金」とお書きください。募金先にご指定がある場合は、「熊本地震」

もしくは「千葉豪雨」とお書きください。もしくは「千葉豪雨」とお書きください。「募金」のみ「募金」のみ記入の場合は当会が責任記入の場合は当会が責任
を持って配分させていただきます。を持って配分させていただきます。

【郵便振込みの場合】
〈加入者名〉神奈川県保険医協会

〈口座番号〉00260‐2‐2220

◇振込用紙を使用し、通信欄に「募金」とご記入ください。

【銀行振込みの場合】
〈振込口座〉横浜銀行　横浜駅前支店

　　　　　  普通預金　0181890

　　　　　  カナガワケンホケンイキョウカイ

＊いずれの場合も振込手数料のご負担をお願いします。＊いずれの場合も振込手数料のご負担をお願いします。

お問合せ：神奈川県保険医協会お問合せ：神奈川県保険医協会℡℡ 045‐313‐2111045‐313‐2111

会員の声 募集

「習い事の思い出」
　神奈川県保険医協会新聞部では今年、保険医新聞11月5日号を11月3日の　神奈川県保険医協会新聞部では今年、保険医新聞11月5日号を11月3日の

「文化の日」にちなみ、“文化号”としたいと考えています。「文化の日」にちなみ、“文化号”としたいと考えています。

　その“文化号”の企画として、「習い事の思い出」のエピソードを募集い　その“文化号”の企画として、「習い事の思い出」のエピソードを募集い

たします。文字数は最大800文字まで、短くても構いません。FAXまたはメたします。文字数は最大800文字まで、短くても構いません。FAXまたはメ

ールにてお送りください。写真の掲載を希望する場合は、郵送または下記ールにてお送りください。写真の掲載を希望する場合は、郵送または下記

メールアドレスまでお送りください。メールアドレスまでお送りください。

　新聞紙面上で、思い出話に花を咲かせませんか?先生方の投稿をお待ちし　新聞紙面上で、思い出話に花を咲かせませんか?先生方の投稿をお待ちし

ております。ております。

【設問】① 昔していた習い事は何ですか？（複数可。今も続けているこ【設問】① 昔していた習い事は何ですか？（複数可。今も続けているこ

とでも結構です）とでも結構です）

　　　  ②具体的な思い出・エピソード　　　  ②具体的な思い出・エピソード

【投稿方法】FAX：045-313-2113、メール：kanahoi-shinbun@hoken-i.co.jp

　　　　　 郵送：〒221-0835　横浜市神奈川区鶴屋町2-23-2
　　　　　                             TSプラザビルディング2階

【締切】10月8日（木）　【文字数】800文字以内（短くても構いません）

＊ご不明点は新聞部まで（TEL 045-313-2111）
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研究会研究会
案内案内

WEB参加の申込みは、協会
HP「いい医療ドットコム」
のイベントカレンダーから
もできます。「神奈川県保
険医協会」で検索を！

神奈川県保険医協会※  研究会に会場参加の際は、マスク着用・手指の消毒等の感染症対策にご協力ください。また発熱症
状等がある場合は参加をお控えください。　　　　　　　　　　※ 必ず事前にお申込みください。

※新型コロナウイルス感染拡大や天災等により、急遽開催形式を変更または中止させていただく場合がご
ざいます。その場合は当会HP「いい医療ドットコム」にて適宜お知らせします。予めご承知おき願います。

※ 協会行事においては、その模様を写真撮影し、記事とともに機関紙に掲載することがありますので予めご了承ください。

9月13日(日)午前10時～

医
科
・
新
規
指
定
医
講
習
会

　

当
会
の
「
新
規
指
定
医
講
習
会
」
は
年
６
回
程
度
開
催

し
、
新
規
開
業
さ
れ
た
先
生
方
を
対
象
に
、
①
協
会
紹
介

と
協
会
活
用
方
法
、
②
保
険
医
と
し
て
最
低
限
知
っ
て
お

く
べ
き
保
険
診
療
の
基
礎
ル
ー
ル
、
③
新
規
個
別
指
導
の

対
策
、
④
レ
セ
プ
ト
審
査
の
仕
組
み
と
留
意
点
―
等
を
解

説
い
た
し
ま
す
。

と
こ
ろ
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ラ
イ
ブ
配
信

講
　
師
　
保
険
医
協
会
役
員
と
保
険
診
療
対
策
部
員

参
加
対
象

医
科
会
員（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

※
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
パ
ス
コ
ー
ド
等
は
、
事
前
に
お
送
り
す
る

テ
キ
ス
ト
に
同
封
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
郵
便
事
情

の
関
係
で
発
送
か
ら
到
着
ま
で
に
１
週
間
近
く
か
か
る

事
例
も
生
じ
て
い
ま
す
。
早
め
の
お
申
込
み
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
資
料
は
１
部
お
送
り
し
ま
す
。
そ
れ
以
上
必
要
な
方
は

後
日
お
知
ら
せ
す
る
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
く
だ
さ
い
。

※
次
回
開
催
は
１１
月
の
予
定
で
す
。
お
申
込
み
等
は
開
催

月
の
前
月
（
１０
月
）
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
開
業
１
年
以
上
で
参
加
を
希
望
す
る
方
は
個
別
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

お
申
込
み
　
保
険
診
療
対
策
部

９
月
８
日
（
火
）

総
務
部
会
１９
時
３０
分
。

９
月
９
日
（
水
）

文
化
部
会
１９
時
１５
分
。
学
術

部
会
１９
時
３０
分
。
県
央
支
部

幹
事
会
２０
時
。

９
月
１０
日
（
木
）

Ｊ
Ｏ
Ｙ
会
研
究
会
１４
時
３０

分
。
第
２２
回
理
事
会
１９
時
３０

分
。

９
月
１１
日
（
金
）

新
聞
部
会
１９
時
３０
分
。

９
月
１２
日
（
土
）

第
３
回
臨
時
評
議
員
会
１７
時
。

９
月
１３
日
（
日
）

歯
科
新
規
指
定
医
講
習
会
９

時
３０
分
。
医
科
新
規
指
定
医

講
習
会
１０
時
。

９
月
１４
日
（
月
）

政
策
部
会
１９
時
３０
分
。

９
月
１５
日
（
火
）

新
聞
編
集
会
議
１９
時
。
横
須

賀
支
部
幹
事
会
・
納
涼
会
１９

時
１５
分
。
湘
南
支
部
幹
事
会

１９
時
３０
分
。

９
月
１６
日
（
水
）

医
療
費
相
談
室
１４
時
。
医
療

運
動
部
会
１９
時
３０
分
。
相
模

原
支
部
幹
事
会
・
納
涼
会
２０

時
。

９
月
１７
日
（
木
）

医
療
事
務
講
習
会
１４
時
３０

分
。
歯
科
保
険
診
療
対
策
部

会
１９
時
。

9月8日
～9月17日

9月30日(水)午後7時～ 9月18日(金)午後7時15分～
　

口
腔
機
能
実
地
指
導
料
施
設
基
準
研
修
会

歯

科

特

別

研

究

会

　

２
０
２
６
年
診
療
報
酬
改
定
で
新
設
さ
れ
た
「
口
腔

機
能
実
地
指
導
料
」
の
施
設
基
準
に
対
応
し
た
研
修
会

で
す
。
研
修
内
容
は
、
口
腔
機
能
発
達
不
全
症
お
よ
び

口
腔
機
能
低
下
症
の
概
要
、
検
査
法
、
訓
練
法
お
よ
び

実
地
指
導
方
法
等
（
入
院
患
者
や
在
宅
・
施
設
療
養
患

者
へ
の
対
応
を
含
む
）
に
係
る
内
容
で
す
。

と
こ
ろ
　
か
な
っ
く
ホ
ー
ル

（
Ｊ
Ｒ
「
東
神
奈
川
駅
」
よ
り
徒
歩
１
分
）

講
　
師
　
神
奈
川
歯
科
大
学
歯
学
部

臨
床
科
学
系

　
　
　
　
全
身
管
理
歯
科
学
講
座

障
害
者
歯
科
学
分
野

教
授

小
松　

知
子
氏

参
加
費
　
２
千
円
（
事
前
振
込
）

参
加
対
象
　
協
会
歯
科
会
員
の
医
療
機
関
に
勤
務
す
る
歯
科

衛
生
士

定
　
員
　
３
０
０
名

参
加
方
法

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

お
申
込
み
　
歯
科
研
究
部

第
６４７

回

月

例

研

究

会

　

２
０
２
４
年
に
「
共
生
社
会
の
実
現
を
推
進
す
る
た
め

の
認
知
症
基
本
法
」
（
認
知
症
基
本
法
）
が
施
行
さ
れ
、

共
生
と
認
知
症
予
防
が
二
本
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、

認
知
症
で
最
も
頻
度
の
高
い
疾
患
で
あ
る
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ

ー
型
認
知
症
に
お
け
る
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
の
診
断
と
治
療
に
関
し

て
概
説
し
ま
す
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
外
来
か
ら
在
宅
ま
で
切
れ
目

な
く
支
え
る
認
知
症
診
療

―
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
対
応
も
含
め

た
多
職
種
連
携
の
実
践
―
」

講
　
師
　
メ
モ
リ
ー
ケ
ア
ク
リ
ニ
ッ
ク
湘
南

　
　
　
　
院
長

内
門　

大
丈
氏

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：
定
員
１
２
０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
日
医
生
涯
教
育
講
座
Ｃ
Ｃ
「
２９
（
認
知
能
の
障
害
）」
１
・

５
単
位

　【
医
籍
番
号
の
入
力
に
つ
い
て
（
下
記
《
重
要
》
参
照
）】

共
　
催
　
大
塚
製
薬
㈱
／
神
奈
川
県
保
険
医
協
会

お
申
込
み
　
研
究
部

10月1日(木)午後7時30分～ 10月1日(木)午後7時～

相

模

原

支

部

研

究

会

　

「
ス
タ
ッ
フ
指
導
が
難
し
い
」
…
そ
ん
な
医
院
内
の
悩

み
を
４５
分
で
解
決
す
る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

行
動
心
理
学

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
タ
イ
ル
理
論
」
に
基
づ
く
４
つ
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
タ
イ
プ
を
学
び
ま
す
。
自
分
と
相
手
の

違
い
を
知
り
、
タ
イ
プ
に
合
わ
せ
て
伝
え
方
を
変
え
る
だ

け
！
ス
タ
ッ
フ
と
の
関
係
改
善
や
信
頼
構
築
に
直
結
す

る
、
実
践
的
な
対
話
術
を
身
に
つ
け
ま
せ
ん
か
？

と
こ
ろ
　
ユ
ニ
コ
ム
プ
ラ
ザ
さ
が
み
は
ら

（
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
４
）

・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
ド
ク
タ
ー
と
ス
タ
ッ
フ

の
人
間
関
係
を
よ
り
良

い
も
の
に
す
る
た
め
の
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ス
キ
ル
を
学
ぼ
う
」

講
　
師
　
合
同
会
社

東
公
成
事
務
所

　
　
　
　
代
表
社
員

東　

公
成
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
も
可
）

定
　
員
　
２０
名
（
現
地
）

※
ま
ず
は
お
電
話
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参

加
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
後
日
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
等

を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

お
申
込
み
　
相
模
原
支
部

歯

科

臨

床

研

究

会

　

日
本
歯
科
医
学
会
よ
り
「
歯
周
病
の
治
療
に
関
す
る
基

本
的
な
考
え
方
（
２
０
２
６
年
版
）」
が
新
た
に
示
さ
れ
、

歯
周
病
の
診
断
にStage, G

rade

分
類
の
考
え
方
が
加
わ

り
、
歯
周
病
継
続
管
理
に
係
わ
る
内
容
が
歯
周
病
継
続
支

援
治
療
へ
と
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ
た
。
本
講
演
で
は
こ
の

基
本
的
な
考
え
方
に
沿
っ
て
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
検
査
以
外
で

見
落
と
し
て
は
い
け
な
い
検
査
項
目
、
新
た
な
診
断
、
そ

し
て
歯
周
病
継
続
支
援
治
療
な
ど
歯
周
治
療
の
流
れ
に
つ

い
て
ご
説
明
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「『
歯
周
病
の
治
療
に
関

す
る
基
本
的
な
考
え
方

２
０
２
６
年
版
』
へ
の

理
解
を
深
め
、
日
々
の

臨
床
に
活
か
す
」

講
　
師
　
鶴
見
大
学
歯
学
部

　
　
　
　
名
誉
教
授

五
味　

一
博
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
５０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
講
師
は
来
場
予
定
で
す
。

お
申
込
み
　
歯
科
研
究
部

研
究
会
参
加
費
に
つ
い
て

　
特
に
記
載
の
な
い
研
究
会
、
講
習
会
の
参
加
費
は
無
料
で
す
。
参
加
費
を

い
た
だ
く
研
究
会
は
、
電
話
で
お
申
込
み
の
上
、
郵
便
口
座
に
参
加
費
を
お

振
込
み
く
だ
さ
い
。
尚
、
通
信
欄
に
①
研
究
会
名
、
②
医
療
機
関
の
ご
連
絡

先
を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

郵
便
口
座
名

神
奈
川
県
保
険
医
協
会
　
口
座
番
号

０
０
２
６
０
‐
２
‐
２
２
２
０

◆
協
会
へ
お
越
し
の
皆
様
へ
（
お
願
い
）

　
協
会
に
駐
車
場
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ご
自
身
で
駐
車
場
を
確
保
い
た
だ
く

か
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
㈱
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す
。

※
《
重
要
》
神
奈
川
県
医
師
会
の
要
請
に
よ
り
、
日
医
生
涯
教
育
講
座
（
Ｃ
Ｃ
）
の
単

位
取
得
を
希
望
す
る
場
合
は
、
①
性
別
、
②
医
籍
登
録
番
号
、
③
（
医
師
会
会
員

の
場
合
は
）
所
属
郡
市
医
師
会
名
の
登
録
が
必
須
と
な
り
ま
す
（
２５
年
４
月
よ
り

変
更
）。
未
入
力
・
入
力
間
違
い
等
不
備
が
あ
る
場
合
、
単
位
を
取
得
い
た
だ
け
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
（
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
当
会
は
一
切
の
責
任
を
負
い

か
ね
ま
す
）。
な
お
、
会
場
参
加
の
場
合
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
申
込
時
に
所
定
の
欄
に
ご
記

載
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
で
単
位
取
得
を
希
望
す
る
場
合
は
参
加
時
間

が
単
位
取
得
に
影
響
し
ま
す
の
で
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

10月15日(木)午後1時～（集合） 第
３２
期
第
３
回 

臨
時
評
議
員
会
の
ご
案
内

臨
時
評
議
員
会
の
ご
案
内

　

左
記
の
と
お
り
第

　

左
記
の
と
お
り
第
３２３２
期
第
３
回
臨
時
評
議
員
会
を
開
催
い
た

期
第
３
回
臨
時
評
議
員
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
、
評
議
員
の
先
生
方
に
は
別
途
、

し
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
、
評
議
員
の
先
生
方
に
は
別
途
、

往
復
は
が
き
を
郵
送
し
て
お
り
ま
す
。
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
ご

往
復
は
が
き
を
郵
送
し
て
お
り
ま
す
。
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
ご

確
認
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

確
認
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

と
　
き

と
　
き
　
９
月
９
月
１２１２
日
（
土
）
午
後
５
時
～
６
時

日
（
土
）
午
後
５
時
～
６
時

と
こ
ろ

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

【【
議
題
議
題
】】

　
第
１
号
議
案
　

第
１
号
議
案
　
２
０
２
５
年
度
決
算
の
承
認
を
求
め
る
件

２
０
２
５
年
度
決
算
の
承
認
を
求
め
る
件

　
第
２
号
議
案
　
秋
か
ら
の
医
療
運
動
に
つ
い
て

　
第
２
号
議
案
　
秋
か
ら
の
医
療
運
動
に
つ
い
て

　
特
別
報
告
　
　
秋
の
会
員
増
加
推
進
月
間
に
つ
い
て

　
特
別
報
告
　
　
秋
の
会
員
増
加
推
進
月
間
に
つ
い
て

　
そ
の
他

　
そ
の
他

【
懇
親
会
】　

【
懇
親
会
】　
午
後
６
時

午
後
６
時
１５１５
分
～
７
時

分
～
７
時
４０４０
分
（
予
定
）

分
（
予
定
）

　
　
　
　
　
　
　

２
０
２
６
年
８
月

　
　
　
　
　
　
　

２
０
２
６
年
８
月

　
　
　
　
　
　
　

神
奈
川
県
保
険
医
協
会

　
　
　
　
　
　
　

神
奈
川
県
保
険
医
協
会

　
　
　
　
　
　
　

第

　
　
　
　
　
　
　

第
３２３２
期
評
議
員
会
議
長

期
評
議
員
会
議
長 

伴　

孝

伴　

孝

横
浜
支
部

横
浜
港
見
学
会

　

船
に
乗
っ
て
横
浜
港
を
見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
今
回

の
ク
ル
ー
ズ
で
は
、
山
下
公
園
か
ら
み
な
と
み
ら
い
を
シ

ー
バ
ス
で
見
学
し
、
市
民
の
生
活
を
支
え
る
横
浜
港
の
役

割
や
仕
組
み
を
学
び
ま
す
。
な
お
、
港
湾
へ
の
理
解
を
目

的
に
横
浜
市
が
実
施
す
る
事
業
で
す
の
で
、
参
加
費
は
か

か
り
ま
せ
ん
。

集
合
・
解
散
場
所

山
下
公
園
シ
ー
バ
ス
乗
り
場

（
み
な
と
み
ら
い
線
「
元
町
・
中
華
街
駅
」
４
番
出
口
か
ら

徒
歩
５
分
、Ｊ
Ｒ
「
石
川
町
駅
」
か
ら
徒
歩
１５
分
）

テ
ー
マ
　「
横
浜
港
か
ら
海
を
見
て
み
よ
う
！

―
山
下
公
園
周
遊
ク
ル
ー
ズ
―
」

参
加
対
象
　
横
浜
市
内
に
在
住
・
在
学
・
在
勤
す
る
会
員
（
医

療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

定
　
員
　
１５
名

※
事
前
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
案
内
の
ご
返
送
ま
た
は
お
電
話
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

お
申
込
み
　
横
浜
支
部

会場参加のお申込み・お問合せは、協会事務局（℡：045-313-2111）までご連絡ください

施設基準


